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□
男
女
共
同
参
画
の
歩
み

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
対
等
な

立
場
で
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
に

参
画
し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
こ

と
。
本
市
は
、
こ
の
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
九
年
度
に
、
平
等
・
参
画
・
自
立
・

交
流
の
四
つ
を
柱
と
し
た
女
性
行
動
計
画

「
ま
え
ば
し
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
プ
ラ
ン
21
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
か
ら
女
性
施

策
に
関
す
る
事
業
を
行
う
「
女
性
政
策
推

進
室
」
を
新
設
。
市
役
所
内
に
推
進
本
部

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
民
で
構
成
す

る
「
前
橋
市
女
性
施
策
推
進
協
議
会
」
を

置
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
平
成
十
三
年
か
ら
二
年
に
わ

た
る
検
討
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
今
年
三
月
に
「
ま
え
ば
し
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
。
な
お
、

ま
え
ば
し
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
概

要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

�
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
基
本
理
念

�
男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別
を
受
け
ず
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
�
家
庭
生
活

に
お
い
て
、
男
女
が
育
児
、
介
護
な
ど
対

等
に
協
力
し
、
ほ
か
の
活
動
と
両
立
で
き

る
よ
う
に
す
る
�
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
意
思
決
定
に
、
男
女
が
協
力
し
て
参

画
す
る
�
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分

担
な
ど
の
社
会
制
度
や
慣
行
を
中
立
に
す

る
よ
う
配
慮
�
市
と
市
民
、
事
業
者
が
相

互
に
協
力
し
主
体
的
に
取
り
組
む
�
国
際

社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組

み
と
協
調
す
る
。

□
本
市
の
取
り
組
み

市
民
の
皆
さ
ん
が
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
個
性
を
輝
か
せ
生
き
生
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

�
男
女
共
同
参
画
週
間
の
パ
ネ
ル
展
示

毎
年
、
男
女
共
同
参
画
週
間
の
六
月
二

十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
市
役
所
一

階
市
民
ロ
ビ
ー
で
、
ビ
デ
オ
上
映
や
資
料

の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

�
情
報
紙
「
新
樹
」
を
発
行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
編
集
委
員
で
、

三
月
と
九
月
の
年
二
回
発
行
。
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

�
出
前
講
座
の
実
施

希
望
す
る
職
場
、
自
治
会
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
に
、
市
の
担
当
職
員
が
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
出
前
（
お
届
け
）
し
ま
す
。

今
年
も
、
地
区
の
グ
ル
ー
プ
や
学
校
な
ど

に
四
回
出
向
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

現
状
や
課
題
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。

�
ビ
デ
オ
・
資
料
の
貸
し
出
し

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
デ
オ
、
資
料
な
ど
を
保
管
。
希
望
に
よ

り
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

�
審
議
会
の
設
置

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
か
ら
の
公
募
の
三
人
を
含
め
た
十
五

人
に
よ
る
審
議
会
委
員
で
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
基
本
計
画
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

�
男
女
共
同
参
画
相
談
室
を
開
設

今
年
十
月
か
ら
、
市
職
員
研
修
会
館
に

相
談
室
を
開
設
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
７
�
）
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次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
家
庭
や
仕
事
、
地

域
な
ど
で
男
女
の
性
別
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
活
躍
す
る
人
た
ち
を
、
三
組
紹
介
し

ま
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
が
「
性
別
」
と

「
役
割
」
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

特集�・男女共同参画�

今
年
３
月
に
条
例
も

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
実
施

男女共同参画週間にはパネル展示も

どちらともいえない�
29.3％�

賛成�
8.1％�

どちらかといえば�
賛成�
26.0％�

賛成しない�
25.4％�

どちらかといえば�
賛成しない�
11.2％�

どちらともいえない�
24.9％�

賛成�
9.2％� どちらかといえば�

賛成�
15.9％�

賛成しない�
31.6％�

どちらかといえば�
賛成しない�
18.4％�

男女の意識の違いについて�
―質問―�
「男は仕事、女は家庭」という考え方について�
どう思いますか。�

　「賛成」「どちらかといえば賛成」を合わせた「賛成」
は女性が４分の１であるのに対し、男性はそれ以上。女
性の５割が賛成しないのに対し、男性では、36.6％にと
どまっている。（平成１４年３月前橋市人権に関する市民
意識調査より）�

女性�

男性�


